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第3回 都市計画家・石川栄耀のレガシー

「都市」探求の都市計画とは？



－導入

9月25日 第1回 導入：なぜ、都市計画史なのか

－近現代日本の都市計画史

10月2日 第2回 日本における「都市計画」の誕生と官庁プランナーたち
10月16日 第3回 都市計画家・石川栄耀のレガシー
10月23日 第4回 若き高山英華と都市計画学の生成
10月30日 第5回 敗戦・復興、そして都市計画の民主化
11月6日 第6回 高度経済成長期の東京と山田正男
11月13日 第7回 東大都市工の誕生と東大紛争
11月20日 第8回 建築家・大高正人の都市デザイン
11月27日 第9回 田村明と横浜の都市づくり

－都市計画史の現場

12月4日 第10回 東日本大震災と都市計画史
12月11日 第11回 地域に向き合う都市計画史
12月18日 第12回 「パブリック都市計画史」への展望

－学生発表（予定）

1月15日 第13回 都市計画史をひらく（仮）

講義のスケジュール
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第二世代

都市計画
実践期

池田 宏
（1881－1939）

山田博愛
（1880-1958）

笠原敏郎
（1882－1969）

折下吉延
（1881‐1966）

飯沼一省
（1892－1982）

石川栄耀
（1894－1955）

北村徳太郎
（1895－1964）

菱田厚介
（1894－1954）

1920’s

1930’s

1940’s

帝都復興 第一技術課長
⇒第一出張所長

第二技術課長⇒
建築部長

計画局長 技師⇒公園課長

法律 土木 建築 造園

榧木寛之
（1890－1956）
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内田祥三
（1885－1972）

東大同期

高山英華
（1910－1999）

第三世代

都市計画
隆盛期

西山夘三
（1911－1994）

吉阪隆正
（1917－1980）

武 基雄
（1910－2005）

丹下健三
（1913－2005）

山田正男
（1913－1995）

今野博
（1922－）

井上孝
（1917－2001）

東大 京大早稲田

東大

東京都
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⇒満州⇒満州 ⇒満州

都市工学科
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第一世代

都市計画
法制定期

佐藤昌
（1903－

2003）

浅田孝
（1921－1990）
田村明

（1926－2010）

自治体



前回の授業に対するコメントから

「都市計画区域という制度、考え方は日本だけなの
でしょうか？いずれにせよ、その理由があるのでしょ
うか？」

「官僚プランナーの図の中で造園の矢印が、途中で
とだえているが、それは造園が都市計画の分野の１
つではなくなったという意味なのか、そもそも造園が
行政の分野からなくなったのか、どちらでしょう
か？」



前回の授業に対するコメントから

「現代のような環境が整い、様々な価値観が混在す
る都市において、官庁プランナーはどのような考え
をもって都市に向き合えばいいのでしょうか」

「行政や不動産会社などが主体的に地主を巻き込
みながら都市計画を行うようになってきた動機は何
だったのでしょうか」



前回の授業に対するコメントから

「都市計画法の初期の課題に、計画概念を欠いて
いるとあったが、それに従って都市計画を行うという
ことは、しっかりした目的を持たずにとりあえず整備
するということになってしまうと考えられるが、例えば
帝都復興の区画整理事業はどういう理想や目的を
持って行われたのか」

「現在は人口が減少していく過程にあり、隙間だら
けの都市というこれから生まれる遺産はどうすべき
なのか」



前回の授業に対するコメントから

「もし地方に合わないことが多くあったなら、なぜ中
央からのトップダウンの制度を変えなかったのです
か」

「現在は人口が減少していく過程にあり、隙間だら
けの都市というこれから生まれる遺産はどうすべき
なのか」

「東大に造園科ができなかったのは何か理由がある
のでしょうか」



都市計画家として強烈な個性を有し、日本の都
市計画の確立に大きく貢献した石川栄耀の思想
と実践を現在的な視点から読み解くことを通じ
て、都市計画の本質論に触れてみたい。

講義のねらい



石川栄耀（いしかわひであき、通称えいよう 1894－1955）

1918年 東京帝国大学工科大学土木学科卒
1920年 内務省入省、名古屋都市計画地方委員会技師
1923年 欧米長期出張、IFHPアムステルダム会議出席
1926年 都市創作会、理事
1933年 都市計画東京地方委員会技師
1943年 東京都計画局道路課長
1945年 東京都計画局都市計画課長
1948年 東京都建設局長
1951年 早稲田大学理工学部教授

「石川さんが盛んにあの論調でしゃべ
るわけです。まずちょっと、寄席に行っ
て聞いているみたいな感じで。私は、当
時は役人というのは厳格なものだと
思っていたものですから、何と変わった
人がいるものだとつくづく感心したこと
があります。しかし、本当によくできた
人でしたね。」（「桜井英記先生に聞く」、
『新都市』、37巻4号、1983年）

・名古屋で土地区画整理事業で実績をあげるとと
もに、都市創作会を組織し、都市計画研究・言論
活動を活性化。「手段としては区画整理。精神とし
ては小都市主義。態度としては都市味倒。」「都市創作
宣言」『都市創作』、5巻10号、1929年

・数多くの著作、巧みな講演、そして分野を超えた
豊かな交流と実践活動によって、我が国都市計画
界最大のイデオローグとなる。

・都市計画学の確立に尽力。都市計画学会の実質
的な創立者。
・東京の戦災復興計画の立案者。



１ 現在に生きる石川栄耀の仕事
（石川栄耀遺産10）



http://f.hatena.ne.jp/images/fotolife/e/eight-design/20101016/20101016160519.png

石川栄耀遺産01 中川運河（名古屋市）



中川運河区画整理図



中川運河キャナルアート
（2010年～）



石川栄耀遺産02 穂波町/松竹町（名古屋市田代地区）



1937年当時の土地区画整理事業実施
地区（黄色）

戦前期の六大都市の区画整理達
成率（1945年時点までの市域面積

に対する区画整理済み地区面積の
割合）

名古屋市 56.10％
東京市 31.30％
横浜市 4.50％
京都市 5.50％
大阪市 31.00％
神戸市 14.20％





■小公園（後に小学校用地に変更）を中心としたプラン

「今迄の我々の設計には有機的なとこがない。どこにも中心がなく、土地用途の予見

がない。一際の道路網はただ都市計画幹線に順応した碁盤割であった。（中略）中心

を造る事の好い事は私も知ってる。知ってるどころか、都市計画技術者の唯一のヴァ

ニティは地上に自分の永久の夢を印する事だ。永久の夢が碁盤割ではたまらない」

「問題は中心に何を選ぶべきかにあるのである。それは社会公共的な意味をもち、親

和的な意味をもち、そして最後に決して『他となる』おそれのないものであればそれで

よい。自分は小公園を探しあてた」

（「名古屋の区画整理の特質（上）」『都市問題』9巻4号、1929年）

■放射状の街路網を基本としたプラン

「心理的に結合すること。（中略）放射循環形式に広場を適当に配

する組立ての場合、各街路はそれに面する各家屋の共通前提と

なり従ってそこに小さきCommunityの萌芽が発生する」

（「郊外集落結成の技巧」『都市公論』13巻10号、1930年）



レイモンド・アンウィン
（Raymond Unwin, 1863-1940 )
・「イギリス都市計画の父」。最初の田園都市レッチワース、田園郊外ハムステッドの設計者。
・ハムステッドではY字構成を多用。そのY字に面する敷地のつかい方（アイストップとなる建物
や緑地を重視）についても、詳細に検討。

Town Planning in Practice（1909）より

「ただ、この（Y字構成）にアンウィン氏は実に豊富な緑地を添える。その事が未だ広場の
味を感得し得ない日本人等の心へは果して価値として、うつり得るや否や問題である。」

「去りながら単に都市の黙々たる下僕であった都市計画技術家が、かくの如くして、散逸
せんとする人類の結び目をより新鮮なる形式に於いて、回復する役目に僥倖するもので
あるとしたら、何と働き甲斐のある日々であろうか」
（「郊外集落結成の技巧」『都市公論』13巻10号、1930年）



「君達の計画は尊敬はします。然し私に云
わせればキタンなく云わせれば、あなた方
の計画は人生を欠いている。私の察した丈
では此の計画は産業を主体においている。
いや、主体どころではない産業そのものだ。
成程カマドの下の火が一家の生命の出発点
である様に産業は立都の根本問題ではあろ
う。それに対しては何も云わない。然し、例
えて見ても一家の生活においてもカマドの
火は高々一時間で消される。そしてそれか
ら後は愉快な茶の間の時間が始まるはずだ。
産業は人間生活のカマドでしかない。むづ
かしく云えばそれは文化生活の基礎である。
軽い語で云えば文化の召使である。あなた
方はサーバントに客間と茶の間を与え様とし
てる」

石川栄耀「郷土都市の話になる迄 断章の二、夜の都市計画」
（『都市創作』、1巻3号、都市創作会、1925年11月）

名古屋都市計画地域図（1924年）



石川栄耀遺産03  河馬の像（名古屋市東山動物園）



http://www.higashiyama.city.nagoya.jp/17_blog/img.php?ID=5394

第2回動物祭（1933年）における座談会の様子



石川栄耀遺産04  歌舞伎町シネシティ広場（旧コマ劇前広場）（新宿区）







石川栄耀遺産05  パティオ麻布十番（港区）





（『都市計画家石川栄耀より、西成典久氏作成）



石川栄耀遺産05  湯立坂（文京区）



戦災復興土地区画整理事業（第三地区区画整理設計変更図）





早大通り



石川栄耀遺産07 不忍池（台東区）



不忍池埋立反対運動（『上野繁昌史』、上野観光連盟より）



上野水上音楽堂（1950年）（『上野繁昌史』、上野観光連盟より）





石川栄耀遺産08 東京高速道路線（中央区）





http://www.tokyo-kousoku.co.jp/estate/index.html



『戦災焼失区域表
示コンサイス東京
都35区区分地図
帖』、1946年





石川栄耀遺産09 しぶちか（渋谷区）





池袋ショッピングパーク（ISP）／池袋東口地下街





石川栄耀遺産10 中野サンモール（中野区）



1951年から52年頃の中野北口美観商店街





２ 都市計画家・石川栄耀の位置づけ



石川栄耀（1894－1955）

1918年 東京帝国大学工科大学土木学科卒
1920年 内務省入省、名古屋都市計画地方委員会技師
1923年 欧米長期出張、IFHPアムステルダム会議出席
1926年 都市創作会、理事
1933年 都市計画東京地方委員会技師
1943年 東京都計画局道路課長
1945年 東京都計画局都市計画課長
1948年 東京都建設局長
1951年 早稲田大学理工学部教授

「石川さんが盛んにあの論調でしゃべ
るわけです。まずちょっと、寄席に行っ
て聞いているみたいな感じで。私は、当
時は役人というのは厳格なものだと
思っていたものですから、何と変わった
人がいるものだとつくづく感心したこと
があります。しかし、本当によくできた
人でしたね。」（「桜井英記先生に聞く」、
『新都市』、37巻4号、1983年）

・名古屋で土地区画整理事業で実績をあげるとと
もに、都市創作会を組織し、都市計画研究・言論
活動を活性化。「手段としては区画整理。精神とし
ては小都市主義。態度としては都市味倒。」「都市創作
宣言」『都市創作』、5巻10号、1929年

・数多くの著作、巧みな講演、そして分野を超えた
豊かな交流と実践活動によって、我が国都市計画
界最大のイデオローグとなる。

・都市計画学の確立に尽力。都市計画学会の実質
的な創立者。
・東京の戦災復興計画の立案者。



旧都市計画法で最も功績があり、か
つ、最も典型的な旧法下の都市計
画官

「座談会 石川栄耀と日本都市計画」、『都市計画』、
182号、1993年



戦前期における都市計画の展開と都市計画家

・都市計画法適用都市数
1923年 31都市
1926年 49都市
1930年 97都市 ※ただし、用途地域指定＝市街地建築物法適用は27都市のみ
1932年 105都市（当時全都市数は120都市）
1933年 都市計画法改正 町村でも適用可

第二世代

都市計画
実践期

池田 宏
（1881－1939）

山田博愛
（1880-1958）

笠原敏郎
（1882－1969）

折下吉延
（1881‐1966）

飯沼一省
（1892－1982）

石川栄耀
（1894－1955）

北村徳太郎
（1895－1964）

菱田厚介
（1894－1954）

1920’s

1930’s

1940’s

帝都復興 第一技術課長
⇒第一出張所長

第二技術課長⇒
建築部長

計画局長 技師⇒公園課長

法律 土木 建築 造園

榧木寛之
（1890－1956）



榧木寛之（1890－1956)

1916年 東京帝国大学工科大学土木工学科卒
1920年 内務省採用、都市計画東京地方委員会技師
1923年 欧米各国へ長期出張
1924年 内務省大臣官房都市計画課勤務
1930年 東京帝国大学土木工学科で「都市計画」を講
義（～1952年）
1937年 内務省大臣官房都市計画課主任技師退任

以降、各地の都市計画を顧問や専門委員として指導。
戦後はキング設計事務所顧問、ホプキンス・マンフレー
事務所の顧問として民間コンサルタント業を開拓。

「自らペンを握られることは殆どなく、
ヒントを与え、批判をされるやり方
であるが、今でもこんな人がいて欲
しいと心から思う。平素恐い先輩で
あった榧木さんはまた部下の面倒
は仲々よく見られた。」（町田保「思
い出る儘に」『榧木寛之君追憶集』、
1957年）

・本省の主任技師として、長年、全国の都市計画を
指導。特に、三陸津波からの復興計画、山中温泉
大火からの復興計画、函館大火からの復興計画な
どでは、深く計画立案に携わった。

・内務省内での都市計画技師の地位向上に尽力し、
技師課長ポストを実現させた。

「僕だけでも頑固に、強くしてなかったら、都市計画
の域は守れないからね。」（野坂相如「榧木さんを
想う」『榧木寛之君追憶集』、1957年）

・長年、東大にて「都市計画」の講義を担当し、多く
の後輩を育てた。



山中温泉の復興計画
（1931年大火、1933年都市計画法適用、1935年山中町土地区画整理組合設計正式認可）



「十数年経過して色々の記憶が去った後に山中町
を訪問したとする。そして美しい温泉町を山の中に
見出したとする。そして徐ろに記憶を繰って見てあ
あ火事があって焼けた事があった、復興事業をやる
とかやらぬとか騒いだ事があった。そして町の人が
異口同音に此際復興事業を敢行しようと決心した事
がに記憶が蘇ったとする。そして自分もほんの少々
手助けをやった事を思出す。か様な愉快な思出を
持つ人が他にも大勢居られるだろうか。」
（榧木寛之「復興事業所管」『復興の山中温泉』、1935年）



「榧木先生と石川先生とは、ウマクないことがしばしばあったようで
す。ウマがあわなかったといった方が当っているかも知れない。
（中略）然し先生の都市計画に対する熱意に於いては、何等石川
先生のそれと隔たりがあろう筈もありません。石川先生が突如とし
て物故された時、後輩たる石川先生の霊前否枕頭で、石川君の
仕事は今後僕が果たすよと云われて、滂陀、嗚咽にむせばれたこ
とは、私の最も感銘する処であります」
（山田正男「追憶断片」『榧木寛之君追憶集』、1957年）



・ともに1920年採用の都市計画地方委員会一期生。
・榧木は本省、石川は地方で活躍。

・榧木は省内での都市計画の地位向上を、石川は社会にお
ける都市計画の地位向上を目指した。
・榧木は東大第一工学部（本郷）で講義、石川は東大第二工
学部（千葉、1942年設置）で都市計画を講義。



第二世代

都市計画
実践期

池田 宏
（1881－1939）

山田博愛
（1880-1958）

笠原敏郎
（1882－1969）

折下吉延
（1881‐1966）

飯沼一省
（1892－1982）

石川栄耀
（1894－1955）

北村徳太郎
（1895－1964）

菱田厚介
（1894－1954）

1920’s

1930’s

1940’s

帝都復興 第一技術課長
⇒第一出張所長

第二技術課長⇒
建築部長

計画局長 技師⇒公園課長

法律 土木 建築 造園

榧木寛之
（1890－1956）

1950’s

1960’s

内田祥三
（1885－1972）

東大同期

高山英華
（1910－1999）

第三世代

都市計画
隆盛期

西山夘三
（1911－1994）

吉阪隆正
（1917－1980）

武 基雄
（1910－2005）

丹下健三
（1913－2005）

山田正男
（1913－1995）

今野博
（1922－）

井上孝
（1917－2001）

東大 京大早稲田

東大

東京都

公団

戦災復興

学の系譜

官の系譜

⇒満州⇒満州 ⇒満州

都市工学科

『建築行政』 『公園緑地』

『都市公論』

『区画整理』

『新都市』 『都市計画』

第一世代

都市計画
法制定期

佐藤昌
（1903－

2003）

浅田孝
（1921－1990）
田村明

（1926－2010）

自治体



３ 現在に生きる
石川栄耀の言葉（思想）３０



石川の「都市計画」をかたちづ
くったものは何か？
－「人なつかしさ」から広場、盛り場・商店街へ
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１



『人なつかしさ』『話す人なしては寂しくてたまらない』
『相手ほしい心』

「小都市主義への実態」『都市創作』3巻1号、1927年

石川栄耀名言02

２



市民よ。都市とは家屋の集合ではな
い。道路ではない。都市とは市民の
化合体である。市民の心の化合体で
ある。「相むつみ合う心」なき市民に
よって何で都市が成立し様。

「市民倶楽部三相」『都市創作』4巻4号、1928年

石川栄耀名言04

３



愛の都市への無限の郷愁をいだく心がひく鉛筆は
たとえ同じ二点間の最短距離でもどこかに味の違い
がでやしませんか

「愛知の都市計画(九)」『中央銀行会通信録』284号、1926年

石川栄耀名言03

４



日本へ帰り日本の都市を見てる中に浮かんで来た
のは、彼等の都市に広場があったということである。
何か彼等の都市は日本の都市と違う。それは広場
があるというころであった。広場があるのではない、
広場を中心に都市が出来てるという事であった

「私の都市計画史」、『新都市』、6巻9号、1952年

５



日本の商店街は、ただの商品売場ではない。広場
のない都市に育った日本人が、タクマズして造り上
げていた社会中心が、盛り場であったのである

『余談亭らくがき』、1956年

６



今日都市がこの盛り場を無くしたら都市はない。都
市がない所か「人間そのもの」がなくなるのである

「現代盛り場価値論 附＝東京の盛り場」、都市美、30号、1940年

７



ユカタや、開襟シャツの軽快さが邪道視され易い。
それは実に世の中の『味い』を無くすのみならず、
泣かんで好い人を泣かす。実に下らない。それに
抗議したいのです。

「都市美と広告の関係」『広告研究』昭和14年版、1939年

８



真の市民意識は（何とそれが日本に於て皆無であ
ることか）、特に日本の現代都市においてはお祭
によってのみ醸成さるるべきものである

「街路を演舞場とするお祭りの製造」『岩手日報』、1930年11月7日夕刊

９



石川は、なぜ、「都市」を問うた
のか？
－「都市計画」と「都市」との縁を求めて



『都市計画』と云う華々しい名前を有ちながら
自分達の仕事がどうも此の現実の『都市』とド
コかで縁が切れてる様な気がしてならない

「『盛り場計画』のテキスト 夜の都市計画」、『都市公論』、15巻8号、
1932年

１０



自分の走りによって都市計画技師という得体
の解らぬ現代の産物の本態に対する解釈と
しよう

「地価の考察その他 『郷土都市の話になる迄」の断章の追補」、『都市
創作』、４巻８号、1928年

１１



我等は先づ常識の対象としての都
市計画を超え、正統学派としての
『都市学』の樹立を期したい。

「巻頭言」『都市創作』1巻1号、1925年

１２



手段としては区画整理。

精神としては小都市主義。

態度としては都市味倒。

「都市創作宣言」『都市創作』、5巻10号、1929年

石川栄耀名言04

１３



とまれ、都市の問題にたずさわって既に二十有余年
になる。今では膏肓に入って、旅に出ても風景よりは
都市を味う様に偏してしまった。都市を通じて表現さ
れる人類の味が大らかでなつかしいのである。その
都市がここに大きく転換せんとするに当面し云い様
なき感慨を感じる。都市を失いたくない。

『皇国都市の建設 大都市疎開問題』、1944年

１４



君達は相当なインテリの積りであろうが、本
当の事をいえば君達は都市というものを知ら
ない。君達は都市というものを見た事がない
のだ

「都市発見」、ニューエイジ、1巻9号、1949年

１５



文化学の修得。経済、社会の勉強じゃ。つづいては
眼の前にある自分の町の認識じゃ、都市学的な認
識じゃ。

「都市計画地方委員会技師論」、『都市公論』、２１巻３号、1938年

１６



之（注：都市計画）は大地の上に繁栄してゆく人類
社会を認識し助成し誤りのない様育ててゆく行政
ぢゃ。ぢゃから問題は先ず原地の都市そのものから
沸いて来る。云ひ様によりや原地の都市そのものを
朝夕好う見とりゃそこにアリアリと都市計画が描いて
ある筈じゃ。都市計画技師はただそれをハッキリ捉
えてものにしてやりゃ好えのじゃ

「都市計画地方委員会技師論」、『都市公論』、２１巻３号、1938年

１７



ここ（茶館）には何となく『都市』があるような気がして、
よく出かけた

「上海 都市計画人吉村辰夫君をしのぶ」『都市公論』24巻8号、1941年

１８



『都市計画』は『計画者が都市に創意を加えるべき
ものではなくして、それは都市に内在する『自然』
に従い、その『自然』が矛盾なく流れ得るよう、手を
貸す仕事である

『新訂都市計画及び国土計画』、1954年

１９



自分の一番好きな英国の少年気質を表した話があ
る。それは、英国の少年に君達は何になりたいかと
聞くと『第一にロンドン市長、第二にタイムズの編集
長、第三に総理大臣』と答えるそうである。むろん、こ
れは一種の風刺であろう。しかしいかにもありそうで
嬉しい。

「市長学としての都市計画」『市政』2巻8号、1953年

２０



石川が最後に突き止めようとした
「名都」とは何か？
－都市の詩情へ



人間一生涯の「物の考え方」はいろいろであろう。
しかしともかく現実の問題として、「美しい都市に住
む」ことが、人生の幸福の極めて基礎的なもので
あるということは、認めてもよいのではなかろうか
（中略）美しい都市のつくることは君達の責任だ。

『都市美と広告』、1951年

２１



日本の都市美が欧米の（というよりは、ヨーロッパ
の）それに比し後進的であるという考え方に対し、む
しろ「日本の都市が、ヨーロッパのそれのように造型
的に的確でないことが却って動的な、新しい形態に
あることを物語るのではないか

「名都の表情 条件と分類」『市政』、1954年

２２



其の町を作ってゆく新しい市街に心がけ、人心の豊
かなる育成と申しますか、理性と申しますか、之が
集って都市としてのポエジーが出来上がる

「広義都市計画の考え方」、『第五回全国都市計画協議会会議要録』、
1952年

２３



都市は詩情を有つ。むしろ都市の本質
はその詩情にある。それを誰が唄うであ
ろうか

「誰か東京を唄う」、『東京だより』、26号、1951年

２４



結局、都市計画とは何なのか？



都市を作るとゆうことは我々の住家を作るとゆうこと
である。人間の郷土をつくるとゆうことである。然らば
郷土とは何かとゆうと、私は結局、詩であると思う

「広義都市計画の考え方」『第五回全国都市計画協議会会議要録』、1952年

２５



社会に対する愛情、

それを都市計画と云う

『改訂都市計画及国土計画』、1951年

２６



社会に対する認識が愛によって整理された時、イタ
ヅラな『機智』がその中の矛盾を遊ぶ。矛盾故に高
揚された善意をたのしむ。それがゆうもあであったの
である

『余談亭らくがき』、1956年

２７
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神を信じ、神に頼れなかった男。芸術を愛し、芸術に没
頭出来なかった男。学問にあこがれ、学問に殉職出来な
かった男。俗世間を軽べつし、而も俗世間を無視出来な
かった男。

小都市を愛し、大都市を讃え、古きを尊びながら新しきに
つく彼の幾重にもおり重なった精神過程」を露わにし、石
川の都市計画を「彼の主張や学問上のねらいが、かなり
大きな都市計画技術の革命であり、同時のその革命に
対する疑問と反省に終始悩み続けていたらしい。

運命的な孤独感にたえずいらいらと腹を立て、而もそれ
に歯向っていたのではなかったか。

根岸情治「石川栄耀の断面 ある青年の死」２８



あの人ぐらい、あの当時街の人の為に力づけてくれ
る人はなかった。文化寄席ばかりでなしに、ハッピを
着て街の盆踊りには一緒に踊ってくれたし、街の発
展策に夜おそく迄商店の人と話し合ってくれたり、全
く惜しい人をなくしたものだ

根岸情治『都市に生きる 石川栄耀縦横記』、1956年

２９



『都市計画家石川栄耀 都市探求の軌跡』
（鹿島出版会、2009年3月）

石川は近代日本における都市
に対する最もポジティブな夢想
家、ロマンティストであり、探求
者であった。そして、だからこそ、
「都市計画」に自由に親しむこと
ができた。石川の思想と生涯、
つまり都市探求の軌跡は、そう
した事柄を現代の私たちに想起
させるだろう。

３０



－導入

9月25日 第1回 導入：なぜ、都市計画史なのか

－近現代日本の都市計画史

10月2日 第2回 日本における「都市計画」の誕生と官庁プランナーたち
10月16日 第3回 都市計画家・石川栄耀のレガシー
10月23日 第4回 若き高山英華と都市計画学の生成

※12時より避難訓練があります。
10月30日 第5回 敗戦・復興、そして都市計画の民主化
11月6日 第6回 高度経済成長期の東京と山田正男
11月13日 第7回 東大都市工の誕生と東大紛争
11月20日 第8回 建築家・大高正人の都市デザイン
11月27日 第9回 田村明と横浜の都市づくり

－都市計画史の現場

12月4日 第10回 東日本大震災と都市計画史
12月11日 第11回 地域に向き合う都市計画史
12月18日 第12回 「パブリック都市計画史」への展望

－学生発表（予定）

1月15日 第13回 都市計画史をひらく（仮）

講義のスケジュール


